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本日の目標 
性暴力を理解し、性暴力被害者支援、 

性暴力予防について考える 

目 的 
性暴力のない大学にする 



1.性暴力とは 



性暴力被害の様々な影響 

性や妊娠・出産に 
関わる健康への影響 

・望まない妊娠 
 ・性感染症 など 

 

心への影響 
・恐怖、不安、自責感、  
   怒りなどの様々な感情 
・感覚や気持ちの麻痺 
・気分の落ち込み など 

 

身体への影響 
・被害による負傷 
・眠れない、悪夢 
・めまいや吐き気、痛み
など様々な身体の不調 

 
社会生活や 

対人関係への影響 
・仕事や学校に行けない   
・外出したり活動ができない 
・人に会いたくなくなる 
・人間関係が悪くなる など 

 

一人じゃないよ （独）国立精神・神経医療研究センター 



性犯罪と性暴力 

    性暴力 
同意がなく強要されたすべての性行為 

           性犯罪 
刑法上の強制性交等罪、強制わいせつなどの 
性的欲求等に基づく身体犯 

身体の統合性と性的自己決定を侵害するもの 
 
      国連「女性に対する暴力に関する立法ハンドブック」 



異性から無理やりに性交されたことがあるか？(n=1,811) 

男女間における暴力に関する調査（平成26年度調査） 

加害者との関係  (n=117) 

 

見知らぬ人 11.1％ 
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被害にあった時期   (n=117) 

被害の相談先   (複数回答) 

 

男女間における暴力に関する調査（平成26年度調査） 

「20歳まで」が35.8％ 

「誰にも相談しない」が67.5％ 
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相談しなかった理由   (複数回答) 

 

男女間における暴力に関する調査（平成26年度調査） 

0 10 20 30 40

世間体が悪いから

仕返しが怖い

これまでのつき合いができなくなる

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことでないと思った

相談してもむだだと思った

自分にも悪いところがあると思った

そのことを思い出したくなかった

がまんすればやっていけると思った

恥ずかしくてだれにも言えなかった

（%） 



レイプやレイプ被害者、レイプ加害者に
対する、偏見を抱かせるステレオタイプ
の、あるいは誤った思い込み 

Burt (1980) 

レイプ神話 



1. 若い女性だけがレイプ被害にあう 

  乳幼児から高齢者まで、すべての年代の 女性が

被害にあっている 

 女性だけでなく、男性から男性への性暴 力も存
在する 

2. レイプは、女性側の挑発的な 
服装や行動が誘因となる 

実際には被害女性の多くが挑発的な服装や行動は
していない 

むしろ加害者は、地味な服装の女性を「おとなし
そうで、訴えないだろう」と、ねらうことがある 

女性の服装がどうであれ、犯罪を正当化する理由
にはならない 



3. レイプ加害者のほとんどは、 
見知らぬ人である 

 被害者の約９割が面識のある人から被害を受
けている 

顔見知り、職場関係、家庭内等での被害は警
察に被害届を出すことをためらい、被害届を
出しても受理されないケースがめだつ 

4. レイプはほとんど暗い夜道や 
   ひと気のない場所で起こっている 

2016年度に都内で発生したレイプ事件のうち、 

 約49%が住宅、20%がホテル・旅館などで発生      
             ※「こんな時間、場所がねらわれる」警視庁 



5. レイプは加害者の性欲が強すぎて、 
 コントロールできずに起こっている 

性暴力は、支配、征服、所有の欲望が性的行為という
かたちになったもので、多くは計画的な犯行である 

多くの加害者には性的パートナー（恋人、妻など）が
いる 

6. 自ら進んで酔っぱらった人は、 
 レイプされても文句を言えない 
大学のサークル等で起こる性暴力は「先輩後輩とい
う上下関係」のもとで、「飲酒の場」を使って行わ
れることが少なくない 

お酒は「相手の正常な判断能力や抵抗力を失わせる
」手段として使われる 



7. レイプされた被害者は 
しばらく泣き暮らす 

被害直後に、被害者が日常を早く取り戻そうと、
一見、何事もなかったかのように暮らす場合もあ
る 

ケラケラ笑ったり、「よくわからない」と言うな
ど、言動が不可解なことがある 

性暴力被害はPTSD、抑うつ、解離が生じやすい 

  
8. 本気で抵抗すればレイプされない 

 
 

「なぜ嫌と言わなかったか」「どうして逃げな
かったか」などとよく言われる 

被害者は恐怖心から凍りついたようになってし
まい、声をあげることすらできないことが多い 



9. 女性は感情的になりやすく、物事を誇
張して言ったり、男性を陥れる 
ために嘘をついたりする 

大半のレイプ被害者は、警察にすら通報しない 

言っても信じてもらえないから、と思ってしま
うため、レイプ被害者が警察に通報する割合は、
わずか4.3% 

勇気を出して告発した人の言葉を頭から疑うこ
とは避けるべき 

 



二次被害（セカンドレイプ）になりうる言葉 

・どうして逃げなかったの ・何をやっていたの 

・なぜ、助けを呼ばなかったの ・思ったより元気そうだね 

・しっかりしているから大丈夫 ・早く忘れた方がいいよ  

・これくらいで済んでよかった ・～よりまだましですよ  

・つらいのはあなただけじゃない・気にしないで 

・大丈夫、よくなりますよ ・がんばって！しっかり 

・私だったら気が狂ってしまう ・こうすればよかったのに･･･

・なぜ、もっと早くに話さなかったの        

私たちが気をつけることは 
セカンドレイプをしないこと 



2.性暴力被害者支援 



18歳女性 
レイプ被害にあい、産婦人科外来を受診した 

こんな時、できることがたくさんある 

1. 産婦人科での対応 

2.   精神面への対応 

3. 警察への連絡 

4. 家族・友達への対応 

5. 法的支援 

性暴力被害がおこったら・・ 



・妊娠 
・緊急避妊ピル（ノルレボ錠） 
 （性交の７２時間以内に内服） 
・妊娠判明後に来院した場合、 
 妊娠継続について話し合い 
 自己決定してもらう 
  

1. 産婦人科での対応 

・性感染症検査と治療 
・淋病、クラミジア、梅毒、HIV、B型肝炎 

CQ2 性暴力被害者への対応
はどうすればいい？ 

・証拠採取 



2. 精神面への対応 

4週間 数カ月～数年 

急性ストレス障害 
 ・心理教育 
 ・本人への支援 
 ・家族の理解 
 ・投薬 

心的外傷後ストレス障害 (PTSD) 
 ・精神科医、臨床心理士 
  による専門的な治療 
 ・家族の理解 
 ・投薬 

レイプはPTSDになりやすい 
自然災害3%、戦闘50%、レイプ60％ 

安全な環境づく
りがまず第一 



              3. 警察への連絡 

警察でできること 

・被害者の安全確保 

・被害届を出し、加害者逮捕につなげる 

・初診料、緊急避妊、診断書料等が公費負担に 

・加害者の証拠採取 

   
行政、ワンスト
ップセンターで
負担もあり 

警察への連絡は、 
説明した上で本人が決める 

採取可能なワン
ストップセンタ
ーあり 



             4.  家族・友人への対応 
大切な人が被害にあうと、家族や周囲もショックを 

受け、どのように対応してよいかわからなくなる 

・被害者を一人にしないで、誰かがそばに付き添う 
・被害者が話す時には丁寧に耳を傾け、相談相手に 
 なる 
・被害者の気持ちや意思を尊重する 
・被害者の身体に注意し、医療的ケアを勧める 
・食事や睡眠がとれているかを確認し、食事や買い 
 物の手助けをする 

一人じゃないよ （独）国立精神・神経医療研究センター 

身近な人ができることについて心理教育 



              5. 法的支援 
 

・警察に被害届を出した時 

  刑事事件の被害者側の弁護人 

  民事裁判・示談交渉等の代理人 

・警察に被害届を出さない時  
  民事裁判・示談交渉等の代理人 

この前はごめんね！ 
怒ってる？ 
 
また会いたいね♡ 

弁護士が交渉することで、被害が止むことも多い 



性暴力被害者ワンストップ支援センター 

•被害直後からの総合的な支援を可能な限り一
か所で提供することにより，被害者の心身の
負担を軽減し，その健康の回復を図るととも
に，警察への届出の促進・被害の潜在化防止
を目的とする． 

•2017年9月時点で，全国に39カ所 

 
 

全国の性暴力 
救援センター 



さひめ電話相談 
さひめメール相談 

身の安全の確保が必要
な場合には、警察への
連絡を行います 

・女性相談センター  ・警察 
・児童相談所     ・精神科医師 
・弁護士       ・産婦人科医師 
・臨床心理士     ・助産師  など 

本人の希望により各機関に紹介します 

性暴力被害者 

さひめ 
産婦人科医師 

・診察 
・治療 

さひめ 
弁護士 

・被害届等の援助 
・法律相談 

さひめ 
カウンセラー 
・カウンセリング 

一般社団法人しまね性暴力被害者支援センターさひめ 



3.性暴力のない大学に 

するために 



・レイプ神話は、男性、社交クラブ、体育会系で、今までにレイプ予防教  
 育を受けておらず、性暴力被害者を知らない学生に多く信じられている 
                              Mcmahon (2010) 

 

性暴力の予防には、一般の人を行動変容 
させるプログラムが効果的 

・性犯罪者の認知の歪みに関する研究  

 ・犯罪者には犯罪行為を正当化する考え方、態度、信念を持つ 
     （中和の技術）                Sykes & Matza (1957) 

   

   ・自己中心性を維持するために自己保護的な認知をする 
   （道徳的発達の観点）                     Gibbs (2003, 2010)  

 

 ・自己非難を緩和する（自己統制の理論）    Bundura (1991) 

・アメリカ27大学 15万人以上による性被害経験調査の結果、23％の女子 
   学生と5％の男子学生が同意のない性行為（接触も含む）、11％の女子 
 学生が強姦・強姦未遂を経験していた． 
                   AAU（Association of American Universities) report, 2015  



  

 

  1. 被害者支援 （性暴力、セクハラ、デートDVなど） 
   ・身体的治療：UBC Urgent Care, Vancouver General Hospitalに紹介 

             24時間体制の看護師、医師のチームによる医療、証拠採取 
             警察や弁護士への紹介 

   ・精神的支援： 
    (1)危機状況下の短期的な情緒的サポート 

    (2)サポートグループ 
 
 

  2. 予防教育 
   ・学生に対するワークショップ 
     (1)被害にあった時にどうすれば良いかを教える 
     同意と対等なコミュニケーション 
       (2)周囲の人への教育 
     危険だと思ったら、直接・間接的に止める、助ける 

An interview to Shilo St Cyr at SASC by Yoshie K.  9/7/2017 



本当の同意 

・強制（無理強い）：パワーや脅しによる対人操作 

・言いなり（服従）：従わないとひどい目にあう、恐怖 

・同意：お互いに状況を理解して納得していること 

本当の同意の条件 

□お互いが、情緒的にも理解力の上でも対等 
□お互いに、相手を大切に思う気持ち（誠意）がある 
□お互いのこと（価値観や信念）をよく理解していること 
□同意しなくても罰や攻撃を受けるおそれがない 
□その行為によって生じること（可能性）を理解している 

野坂祐子ら 「マイステップ」より 



・予防教育   

・性暴力・ハラスメント相談     

・性暴力事件発生時の対策会議や予防法の策定 
   

・「性暴力は決して許されないこと」を繰り返し伝える 
・お互いの人格を尊重しあう人権意識の育成 
・困った時に悩みを打ち明けられる信頼できる 
 人間関係の形成 

・性暴力被害を訴えやすい体制の整備 
・教員、保健管理センター、学生相談室、ハラスメント 
 相談など関係機関の連携 
・性暴力被害を受けた学生への対応（環境調整、改善） 

性暴力のない大学にするために 



島根大学における予防教育 

• 2014年より教養授業において緊急避妊ピルやワンストッ
プ支援センターの情報提供，二次被害の防止について講義 

• 2014年より地域のワンストップ支援センターと大学が共
催し，学内で性暴力に関する講演会を開催 

 

 

 



性暴力被害・ハラスメントにあった学生 
に対する相談体制の整備 

教職員、学生相談室、保健管理センター、ハラスメント相談など 

希望に応じて専門家を紹介 

被害にあった学生 

・カウンセリング 
・学内での対応 
 環境調整、改善 

学内支援機関  

ワンストップセンター 
医療機関、警察、 

弁護士 

安全な環境づくりがまず第一 
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